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 自動車に使われている触媒はエンジンからの排気ガスに含

まれる CO や NO のような有害なガスを瞬時に無害な N2 や

CO2に変換する優れた機能をもっています。この触媒は酸化物

の粒子の上に担持された金属ナノ粒子で、金属には白金族金

属（右一覧）の中のいくつかの金属が用いられています。どの

ような金属をどのように用いるかによって活性が変わりま

す。 

 ここでは、含侵法によってアルミナ粒子の上

に担持した金属ナノ粒子（図１参照）を調製しま

す。どの金属出発物質を用いるか、それらをどの

ような割合で混合して用いるか、どのような焼

成条件で処理するか、などによって様々な金属

ナノ粒子の触媒を調製することができます。本

演習では、金属ナノ粒子の組成を変えることで、

触媒活性がどのように変化するかを調べます。

いくつかの出発物質を用意していますので、皆

さんで検討して組成を変えてみてください。 

 触媒反応としては CO酸化反応を調べます。図

２に示すような差動排気系を備えた質量分析装

置を用いて、作製した触媒を反応容器に入れ、CO

と酸素を流しがら質量分析計で CO2 の生成を観

測します。触媒は室温では目に見えた活性を示

しませんが、加熱すると活性化して COを 100 %

変換します。この活性化を示す温度が低いもの

ほど活性が高いことになります。どのような組

成のものが高い活性を示すか調べてみましょ

う。冬のビームタイムでは高い活性を示す触媒

の XPS を測定して、金属ナノ粒子が活性なとき

に、その表面がどのような化学状態になってい

るかを調べます。 

 

図１：担持金属ナノ粒子の模式図． 

 

 

 

図２：触媒の活性評価をする NAP-MS/ XPS

装置の模式図． 
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